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【概要】本研究の目指す「知識と技能をつなぐ思考力，判断力，表現力等の高まった児童」とは、「習得した

知識と現在の技能を活用して、効果的な振り返りをし、具体的な活動の決定をしている児童」のことである。

このような児童は、課題をよりよく解決し、目標達成をしていくことができると仮説を立て、本主題を設定

した。手立て１として、児童の思考を可視化し、現状を把握できる学習カードの活用といった評価の工夫を

したことで、児童同士で互いの現状を共有できるようになり、関わり合いが生まれやすくなった。手立て２

として、チームでの集団達成、動きづくりといった関わり合いが必要となる教材の工夫をしたことで、児童

同士が動きを見合ったり、考えを伝え合ったりすることができた。これらの手立てにより、児童同士の関わ

り合いが充実し、思考力，判断力，表現力等の高まりが見られた。

【キーワード】思考力，判断力，表現力等，関わり合い，体つくり運動，折り返し持久走，ライントレーニング

１．はじめに

１－１　研究の背景

　文部科学省 (2017a) より 2017 年３月に告示された小

学校学習指導要領では、育成を目指す資質・能力として、

全ての教科等の目標が、「知識及び技能」「思考力、判断力、

表現力等」「学びに向かう力、人間性等」の三つの柱で

整理された。2020 年４月より全面実施となり、育成を

目指す資質・能力の指導と評価の在り方が求められて

いる。本研究の「知識」と「技能」とは、小学校学習指

導要領解説体育編（平成 29年７月）文部科学省 (2017b)

における教科の目標 (1) に通ずるものである。ここで

は、「その特性に応じた各種の運動の行い方を理解する

こと」を「知識（わかる）」、「基本的な動きや技能を身

に付けること」を「技能（できる）」と定義している。

　これまでの実践から、動きの比較を通して、根拠を

もった振り返りをし、自分に合った課題を把握すると

いった思考・判断をすることで、技能が向上するという

関連が見られるようになった。このような児童に目を向

けて見ると、よい動きのポイントを知識として習得し

ているために、根拠をもって自分の動きを振り返ること

ができ、「適切な課題を選択」をすることができていた。

また、選択した課題を解決するために、身体をどのよ

うに動かせばよいのか「具体的な活動の決定」をしてい

るという傾向が見られた。一方で、よい動きのポイン

トを知識として習得し、どう動いたらよいのか「わか

る」ことができても、「具体的な活動の決定」ができず

「できる」につながらない児童が見られた。また、ある

程度の技能を習得し「できる」の状態にあっても、よ

い動きのポイントを知識として習得していないため「効

果的な振り返り」「適切な課題の選択」ができず「わかる」

につながらない児童が見られた。このような傾向から、

「効果的な振り返り」「具体的な活動の決定」という思考・

判断をすることが、「知識（わかる）」と「技能（できる）」

をつなぐための中核になると考えた。

１－２　研究の目的

　本研究の目的は、「知識（わかる）」と「技能（できる）」

をつなぐ思考力、判断力、表現力等の高まった児童を

育む指導の在り方を明らかにすることである。本研究

の目指す「知識と技能をつなぐ思考力，判断力，表現力

等の高まった児童」とは、「習得した知識と現在の技能

を活用して、効果的な振り返りをし、具体的な活動の

決定をしている児童」のことである。このような児童は、

課題をよりよく解決し、目標達成をしていくことがで

きると考えている。

*　　埼玉大学教育学部附属小学校
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２．研究の方法

２－１　研究の仮説と手立て

　研究主題にせまるため、次のような仮説と手立てを

考え、実践を通して検証を試みた。

＜仮説＞

　児童同士の関わり合いが充実すれば、「知識（わか

る）」と「技能（できる）」をつなぐ思考力、判断力、

表現力等が高まるだろう。

＜手立て＞

①�児童同士の関わり合いを充実できるように、評価の

工夫をした。具体的には、児童の思考を可視化し、

現状を把握できる学習カードを活用することで、児

童同士で互いの現状を共有し、関わり合いが生まれ

やすくした。

②�児童同士の関わり合いを充実できるように、教材の

工夫をした。具体的には、チームでの集団達成、動

きづくりといった関わり合いが必要感となる教材と

することで、児童同士が動きを見合ったり、考えを

伝え合ったりできるようにした。

　目標達成のために、どうすれば課題解決できるかを

考えることが思考力、判断力、表現力等を高めること

につながる。しかし、運動は一過性で消えてしまうため、

課題を把握しづらい難点がある。そのため、動きを振

り返って課題を選択し、具体的な活動の決定をするこ

とを一人で行うことは難しく、児童同士の関わり合い

が必要となる。そこで、関わり合いが充実するための

手立てを講じ、実践を通して検証をする。なお、本研

究における関わり合いとは、「友達と見合ったり、でき

ばえを伝え合ったりすること」と定義している。

２－２　対象と実践時期

　埼玉県内にあるＳ小学校第６学年児童 35名（男子 17

名、女子 18名）を対象とし、2020 年（令和元年）９月

下旬から 10月中旬までに実践をした。

２－３　教材

　体つくり運動領域の体の動きを高める運動において、

動きを持続する能力を高めるための運動教材として「折

り返し持久走」、巧みな動きを高めるための運動教材と

して「ライントレーニングビンゴ」を採用した（表１）。

２－４　検証方法

（１）学習カード記述分析

　児童が関わり合いをし、思考力，判断力，表現力等

が高まっていたかを、学習カードの記述から検証した。

（２）形成的授業評価

　長谷川ほか (1995) が開発した形成的授業評価を実施

した。

（３）診断的・総括的授業評価

　高田ほか (2000) が開発した診断的・総括的授業評価

を実施した。

３．研究の実際

　図 1には、授業実践における単元の目標、評価規準、

準備物、場づくりを示している。図２には、指導と評

価の実際を示している。

教材名 折り返し持久走 ライントレーニングビンゴ

高めたい能力
〇無理のない速さで５分程度走り続ける能力 〇�ラインの上をリズミカルに跳んだり、跳ねた

りして進む巧みに動く能力

行い方

①走り始める前に、安静時心拍数を測定する。

②�心拍数 120 ～ 140 ／分のにこにこペースで走

ることのできるコースを選ぶ。

③ �15秒間で１往復し、３ｍ幅のレベルアップゾー

ンに戻れるように一定のペースで走る。

④ �20往復し、５分間走り続ける。

⑤走り終えた直後に、心拍数を 12秒間測定する。

⑥ �12秒間の心拍数を５倍し、１分間当たりの心

拍数を算出する。

⑦�心拍数と走った感覚がにこにこペースになっ

ていたかを振り返る。

・�体育館に貼ってあるラインテープを活用し、

ライン上や横を、片足や両足で連続して前方

に跳んで進んでいく。

・�スキップや足ジャンケンのステップを、リズ

ムよく行う。

・�ステップをできばえ基準に従って友達に見て

もらい、二人以上から合格をもらえたらその

ステップを「できた」とし、ビンゴ表に◎か

〇をつける。

・�ビンゴ表のステップを組み合わせて、オリジ

ナルライントレーニングを考える。

児童同士の

関わり合い

・�チーム内でペア、トリオをつくり、一定のペー

スで走り続けることができているか、15秒間

で１往復する際にレベルアップゾーンに入っ

ているかを見合い、考えを伝え合う。

・�チーム内のペア、トリオでオリジナルライン

トレーニングを考え、友達と紹介し合い、教

え合う。

表１　教材の概要
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図１　単元の目標、評価規準、準備物、場づくり 

 

 

 

  

  

  

単元名 
「体の動きを高める運動」（体つくり運動） 
・動きを持続する能力を高めるための運動 ・巧みな動きを高めるための運動 

運動の特性 
〇運動の楽しさや喜びを味わうとともに、自己や仲間の心や体の関係に気付いたり、仲間

と関わり合ったりすることができる運動である。 

単
元
の
目
標 

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 
〇運動の楽しさや喜びを味わい、

その行い方を理解するととも

に、体を動かす心地よさを味わ

ったり、体の動きを高めたりす

ることができるようにする。 

〇自己の体の状態や体力に応じ

て、運動の行い方を工夫する

とともに、自己や仲間の考え

たことを他者に伝えることが

できるようにする。 

〇運動に積極的に取り組み、約束を

守り助け合って運動をしたり、仲

間の考えや取組を認めたり、場や

用具の安全に気を配ったりする

ことができるようにする。 

単
元
の
評
価
規
準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
①運動の行い方を理解している。 

②動きを持続する能力を高める

ための運動ができる。 

③巧みな動きを高めるための運

動ができる。 

①自己や体の状態や体力に応じ

た運動の行い方を選んでいる。

②自己や仲間のよい動きを見付

け、伝えている。 

③自己や仲間の考えたことを学

習カードに記入している。 

①運動に積極的に取り組もうとし

ている。 

②約束を守り助け合って運動をし

ようとしている。 

③仲間の考えや取組を認めようと

している。 

④場や用具の安全に気を配ってい

る。 

準
備
物
・
場
づ
く
り 

＜＜準準備備物物＞＞  

・ライン ・カラーコーン ・タイマー ・学習カード ・タブレット型端末 
＜＜場場……体体育育館館＞＞  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 単元の目標、評価規準、準備物、場づくり 
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時 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

ね
ら
い

〇協力して準備や

片付けをし、安

全に気を付けて

運動しよう。

〇折り返し

持久走の

行い方と

適切な心

拍数を知

ろう。

〇自分に合った

コースを選ぼ

う。

〇自分に合った

コースでペー

スを守って走

り切ろう。

〇ライントレー

ニングの行い

方を知ろう。

〇ライントレー

ニングビンゴ

を完成させよ

う。

〇オリジナル

ライントレ

ーニングを

考えよう。 

〇ライントレー

ニングマスタ

ーになろう。 

指
導
の
内
容

・学習の仕方や進

め方

・準備や片付けの

仕方

・安全な運動の行

い方

・折り返し持

久走の行い

方 
・心拍数の測

定方法

・よい走り方

・コースの見付

け方

・自分に合った

コースの選び

方

・よい走り方の

ポイントの確

認 

・ライントレー

ニングの行い

方 

・ライントレー

ニングのよい

動きのポイン

ト 

・ライントレ

ーニングの

組み合わせ

方 

・単元の振り返

り 

学

習

過

程

１ 集合、整列、挨拶をする。 

《オリエンテーシ

ョン》

２ 単元の学習内

容と本時のねら

いを確認する。

３ 学習の仕方や

進め方に見通し

をもつ。 

・学習過程、１時

間の流れ

・用具の確認

・学習の場づくり

の仕方

・学習カードの使

い方

４ チーム編成を

する。

・男女混合異質８

チーム

５ 試しの運動を

する。 

・リズム体操

・ライントレーニ

ング

・折り返し持久走

※どの用具をどこ

に置くのかを示

した学習の場づ

くりの掲示資料

を用いて、安全

に短時間で準備

をできるように

する。

２ 準備運動（リズム体操）、感覚つくりの運動（ライントレーニング）をする。 

３ 本時のねらいを確認する。 

４  動きを

持 続 す る

能 力 を 高

め る た め

の 運 動 の

行 い 方 を

知る。 

・折り返し持

久 走 の 行

い方

・運動強度と

心 拍 数 の

関係

・心拍数の測

定方法

・保健領域と

の関連

５  折り返

し 持 久 走

を行う。 

４ 自分に合っ

たコースを選

ぶ。 

５ 選んだコー

スで折り返し

持久走（５分

間）を行う。

４ 目標心拍数

を保つ走り方

やペースを確

認する。 

５ 自分に合っ

たコースで、

折り返し持久

走（５分間）

を行う。 

 

 

 

４ 巧みな動き

を高めるため

の運動（ライ

ントレーニン

グ）の行い方

を知る。

・ライントレー

ニングビンゴ

表の紹介

５ ライントレ

ーニングビン

ゴ表に挑戦す

る。 

４ ライントレ

ーニングビン

ゴ表の動きを

確認する。 

５ ライントレ

ーニングビ

ンゴ表に挑

戦し、動きを

身に付ける。

 

 

 

４ ペア、ト

リオでオ

リジナル

ライント

レーニン

グを考え、

チームの

仲間に紹

介する。

５ チームオ

リジナル

ライント

レーニン

グを考え

る。

４ 前時に考え

たチームオリ

ジナルライン

トレーニング

を 紹 介 し 合

い、クラスオ

リジナルビン

ゴ表を確認す

る。

５ クラスオリ

ジナルビンゴ

表に挑戦し、動

きを身に付け

る。 

・ワークショッ

プ形式でのロ

ーテーション

６ 本時の振り返りをする。 ・学習カードへの記入 ・ねらいに沿った振り返り

７ 整理運動、挨拶をする。

８ 後片付けをする。

評
価
計
画

知・技 ① ② ① ③

思・判・表 ① ② ③

態 ①④ ② ③

方法 観察 観察
観察 

学習カード

観察 

ビデオ
観察

観察 

学習カード

観察 

学習カード

観察 

ビデオ

場面 ５ ４ ４、５ ５ ４ ４、５ ４、５ ５

(1) リズム体操

・アップテンポな音楽に合わせて、体全体を使っ

て大きく動く。

・少しずつ運動強度を上げ、心拍数を高めてい

く。

・ストレッチを取り入れ、準備運動を兼ねて行

う。

(2) ライントレーニング

・体育館に貼ってあるラインテープを活用し、

ケンパー跳びをしながら進んでいく。

・基本の動きを繰り返す。

《折り返し持久走》 

・１５秒間で往復できる

自分に合ったコースを

選択する。１５秒×２

０セットで計５分間を

走り切れるようにす

る。

・心拍数を測定し、目標

心拍数を維持するペー

スで走ることができる

ようにする。

《ライントレーニング》 

・ライン上や横を、片足や両足で連続して前方に跳ん

で進んでいく。

・スキップや足ジャンケンのステップを、リズムよく

行う。

図 2 指導と評価の実際 
図２　指導と評価の実際
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４．結果と考察

（１）学習カード記述分析からみる手立て１

　�「評価の工夫」児童の思考を可視化し、現状を把握

できる学習カードの活用について

　単元後半の第５時から第８時には、ライントレーニ

ングビンゴに取り組んだ。児童同士で互いの現状を共

有し、関わり合いが生まれやすくするために、学習カー

ド「ライントレーニングビンゴ表（図３）」と「オリジナ

ルライントレーニング開発カード（図４）」を活用した。

４．結果と考察 

(1)学習カード記述分析からみる手立て１「評価の工

夫」児童の思考を可視化し、現状を把握できる学

習カードの活用について 

単元後半の第 5 時から第 8 時には、ライントレーニ

ングビンゴに取り組んだ。児童同士で互いの現状を共

有し、関わり合いが生まれやすくするために、学習カ

ード「ライントレーニングビンゴ表（図 3）」と「オリ

ジナルライントレーニング開発カード（図 4）」を活用

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 5時には、「ライントレーニングビンゴ表（図3）」

にある九つの基本ステップについて動画を用いて紹

介し、できばえ基準に従って児童同士でチェックでき

るようにした。第 6時には、このビンゴ表を基に動き

を見合ったり、教え合ったりできるようにし、全員が

ライントレーニングビンゴを完成することができた。

第 7 時には、「オリジナルライントレーニング開発カ

ード（図 4）」を活用してペア、トリオでオリジナルラ

イントレーニングを考える活動に取り組んだ。自分だ

けでなくペアやトリオもできるものを考えるといっ

た条件付けをすることで、関わり合いが生まれるよう

にした。第８時には、オリジナルライントレーニング

を紹介し合い、教え合う活動に取り組んだ。 

抽出児童Ａ児の記述は、図 4、5 のようになってい

る。 

「オリジナルライントレーニング開発カード」への

記述を見ると、ペアとの関わり合いにより自身の開発

したものをペアで考えたものと折り合いをつけてい

る様子が見られる。学習カード右側の「今日の授業を

振り返って」への記述を見ると、「友達と考えを言い

合って新しいライントレーニングをつくった。」とあ

る。その他にも、友達との関わり合いについての記述

が多く見られた。これらのことから、児童の思考を可

視化し、現状を把握できる学習カードを活用すること

により、児童同士の関わり合いが充実したものとなり、

児童が関わり合いの価値に気付くことができたので

はないかと考察した。 

 

(2)学習カード記述分析からみる手立て２「教材の工

夫」チームでの集団達成、動きづくりといった関わ

り合いが必要となる教材の工夫について 

抽出児童Ｂ児の学習カードへの記述は、図 6 のよう

に変容している。学習カード右側の「今日の授業を振

り返って」への記述を見ると、「友達に教えてあげた

り、もらったりすると良い。」「前後５できた。→〇〇

くんに教えてもらった。」「ゆっくり一緒にやると巧み

な動きになれた。」と「できる」ようになるために関

わり合いが必要と感じている様子が見られた。また、

学習カード中央の「今日の動きを振り返って」への記

述を見ると、明確な根拠をもって「適切な課題の選択」

をし、次回への「具体的な活動の決定」をすることが

図 3 ライントレーニングビンゴ表 

図 4 抽出児童Ａ児のオリジナルライントレーニング開発カード 図 5 抽出児童Ａ児の学習カード 

図３　ライントレーニングビンゴ表

　第５時には、「ライントレーニングビンゴ表（図３）」

にある九つの基本ステップについて動画を用いて紹介

し、できばえ基準に従って児童同士でチェックできるよ

うにした。第６時には、このビンゴ表を基に動きを見

合ったり、教え合ったりできるようにし、全員がライ

ントレーニングビンゴを完成することができた。第７

時には、「オリジナルライントレーニング開発カード（図

４）」を活用してペア、トリオでオリジナルライントレー

ニングを考える活動に取り組んだ。自分だけでなくペ

アやトリオもできるものを考えるといった条件付けを

することで、関わり合いが生まれるようにした。第８

時には、オリジナルライントレーニングを紹介し合い、

教え合う活動に取り組んだ。

　抽出児童Ａ児の記述は、図４、５のようになっている。

　「オリジナルライントレーニング開発カード」への記

述を見ると、ペアとの関わり合いにより自身の開発した

ものをペアで考えたものと折り合いをつけている様子

が見られる。学習カード右側の「今日の授業を振り返っ

て」への記述を見ると、「友達と考えを言い合って新し

いライントレーニングをつくった。」とある。その他に

も、友達との関わり合いについての記述が多く見られ

た。これらのことから、児童の思考を可視化し、現状

を把握できる学習カードを活用することにより、児童

同士の関わり合いが充実したものとなり、児童が関わ

り合いの価値に気付くことができたのではないかと考

察した。

（２）学習カード記述分析からみる手立て２

　�「教材の工夫」チームでの集団達成、動きづくりと

いった関わり合いが必要となる教材の工夫について

　抽出児童Ｂ児の学習カードへの記述は、図 6のよう

に変容している。学習カード右側の「今日の授業を振

り返って」への記述を見ると、「友達に教えてあげたり、

もらったりすると良い。」「前後５できた。→〇〇くん

に教えてもらった。」「ゆっくり一緒にやると巧みな動

きになれた。」と「できる」ようになるために関わり合

いが必要と感じている様子が見られた。また、学習カー

ド中央の「今日の動きを振り返って」への記述を見ると、

時 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

ね
ら
い

〇協力して準備や

片付けをし、安

全に気を付けて

運動しよう。

〇折り返し

持久走の

行い方と

適切な心

拍数を知

ろう。

〇自分に合った

コースを選ぼ

う。

〇自分に合った

コースでペー

スを守って走

り切ろう。

〇ライントレー

ニングの行い

方を知ろう。

〇ライントレー

ニングビンゴ

を完成させよ

う。

〇オリジナル

ライントレ

ーニングを

考えよう。 

〇ライントレー

ニングマスタ

ーになろう。 

指
導
の
内
容

・学習の仕方や進

め方

・準備や片付けの

仕方

・安全な運動の行

い方

・折り返し持

久走の行い

方 
・心拍数の測

定方法

・よい走り方

・コースの見付

け方

・自分に合った

コースの選び

方

・よい走り方の

ポイントの確

認 

・ライントレー

ニングの行い

方 

・ライントレー

ニングのよい

動きのポイン

ト 

・ライントレ

ーニングの

組み合わせ

方 

・単元の振り返

り 

学

習

過

程

１ 集合、整列、挨拶をする。 

《オリエンテーシ

ョン》

２ 単元の学習内

容と本時のねら

いを確認する。

３ 学習の仕方や

進め方に見通し

をもつ。 

・学習過程、１時

間の流れ

・用具の確認

・学習の場づくり

の仕方

・学習カードの使

い方

４ チーム編成を

する。

・男女混合異質８

チーム

５ 試しの運動を

する。 

・リズム体操

・ライントレーニ

ング

・折り返し持久走

※どの用具をどこ

に置くのかを示

した学習の場づ

くりの掲示資料

を用いて、安全

に短時間で準備

をできるように

する。

２ 準備運動（リズム体操）、感覚つくりの運動（ライントレーニング）をする。 

３ 本時のねらいを確認する。 

４  動きを

持 続 す る

能 力 を 高

め る た め

の 運 動 の

行 い 方 を

知る。 

・折り返し持

久 走 の 行

い方

・運動強度と

心 拍 数 の

関係

・心拍数の測

定方法

・保健領域と

の関連

５  折り返

し 持 久 走

を行う。 

４ 自分に合っ

たコースを選

ぶ。 

５ 選んだコー

スで折り返し

持久走（５分

間）を行う。

４ 目標心拍数

を保つ走り方

やペースを確

認する。 

５ 自分に合っ

たコースで、

折り返し持久

走（５分間）

を行う。 

 

 

 

４ 巧みな動き

を高めるため

の運動（ライ

ントレーニン

グ）の行い方

を知る。

・ライントレー

ニングビンゴ

表の紹介

５ ライントレ

ーニングビン

ゴ表に挑戦す

る。 

４ ライントレ

ーニングビン

ゴ表の動きを

確認する。 

５ ライントレ

ーニングビ

ンゴ表に挑

戦し、動きを

身に付ける。

 

 

 

４ ペア、ト

リオでオ

リジナル

ライント

レーニン

グを考え、

チームの

仲間に紹

介する。

５ チームオ

リジナル

ライント

レーニン

グを考え

る。

４ 前時に考え

たチームオリ

ジナルライン

トレーニング

を 紹 介 し 合

い、クラスオ

リジナルビン

ゴ表を確認す

る。

５ クラスオリ

ジナルビンゴ

表に挑戦し、動

きを身に付け

る。 

・ワークショッ

プ形式でのロ

ーテーション

６ 本時の振り返りをする。 ・学習カードへの記入 ・ねらいに沿った振り返り

７ 整理運動、挨拶をする。

８ 後片付けをする。

評
価
計
画

知・技 ① ② ① ③

思・判・表 ① ② ③

態 ①④ ② ③

方法 観察 観察
観察 

学習カード

観察 

ビデオ
観察

観察 

学習カード

観察 

学習カード

観察 

ビデオ

場面 ５ ４ ４、５ ５ ４ ４、５ ４、５ ５

(1) リズム体操

・アップテンポな音楽に合わせて、体全体を使っ

て大きく動く。

・少しずつ運動強度を上げ、心拍数を高めてい

く。

・ストレッチを取り入れ、準備運動を兼ねて行

う。

(2) ライントレーニング

・体育館に貼ってあるラインテープを活用し、

ケンパー跳びをしながら進んでいく。

・基本の動きを繰り返す。

《折り返し持久走》 

・１５秒間で往復できる

自分に合ったコースを

選択する。１５秒×２

０セットで計５分間を

走り切れるようにす

る。

・心拍数を測定し、目標

心拍数を維持するペー

スで走ることができる

ようにする。

《ライントレーニング》 

・ライン上や横を、片足や両足で連続して前方に跳ん

で進んでいく。

・スキップや足ジャンケンのステップを、リズムよく

行う。

図 2 指導と評価の実際 

図４　抽出児童Ａ児のオリジナルライントレーニング開発カード 図５　抽出児童Ａ児の学習カード

４．結果と考察 

(1)学習カード記述分析からみる手立て１「評価の工

夫」児童の思考を可視化し、現状を把握できる学

習カードの活用について 

単元後半の第 5 時から第 8 時には、ライントレーニ

ングビンゴに取り組んだ。児童同士で互いの現状を共

有し、関わり合いが生まれやすくするために、学習カ

ード「ライントレーニングビンゴ表（図 3）」と「オリ

ジナルライントレーニング開発カード（図 4）」を活用

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 5時には、「ライントレーニングビンゴ表（図3）」

にある九つの基本ステップについて動画を用いて紹

介し、できばえ基準に従って児童同士でチェックでき

るようにした。第 6時には、このビンゴ表を基に動き

を見合ったり、教え合ったりできるようにし、全員が

ライントレーニングビンゴを完成することができた。

第 7 時には、「オリジナルライントレーニング開発カ

ード（図 4）」を活用してペア、トリオでオリジナルラ

イントレーニングを考える活動に取り組んだ。自分だ

けでなくペアやトリオもできるものを考えるといっ

た条件付けをすることで、関わり合いが生まれるよう

にした。第８時には、オリジナルライントレーニング

を紹介し合い、教え合う活動に取り組んだ。 

抽出児童Ａ児の記述は、図 4、5 のようになってい

る。 

「オリジナルライントレーニング開発カード」への

記述を見ると、ペアとの関わり合いにより自身の開発

したものをペアで考えたものと折り合いをつけてい

る様子が見られる。学習カード右側の「今日の授業を

振り返って」への記述を見ると、「友達と考えを言い

合って新しいライントレーニングをつくった。」とあ

る。その他にも、友達との関わり合いについての記述

が多く見られた。これらのことから、児童の思考を可

視化し、現状を把握できる学習カードを活用すること

により、児童同士の関わり合いが充実したものとなり、

児童が関わり合いの価値に気付くことができたので

はないかと考察した。 

 

(2)学習カード記述分析からみる手立て２「教材の工

夫」チームでの集団達成、動きづくりといった関わ

り合いが必要となる教材の工夫について 

抽出児童Ｂ児の学習カードへの記述は、図 6 のよう

に変容している。学習カード右側の「今日の授業を振

り返って」への記述を見ると、「友達に教えてあげた

り、もらったりすると良い。」「前後５できた。→〇〇

くんに教えてもらった。」「ゆっくり一緒にやると巧み

な動きになれた。」と「できる」ようになるために関

わり合いが必要と感じている様子が見られた。また、

学習カード中央の「今日の動きを振り返って」への記

述を見ると、明確な根拠をもって「適切な課題の選択」

をし、次回への「具体的な活動の決定」をすることが

図 3 ライントレーニングビンゴ表 

図 4 抽出児童Ａ児のオリジナルライントレーニング開発カード 図 5 抽出児童Ａ児の学習カード 
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明確な根拠をもって「適切な課題の選択」をし、次回

への「具体的な活動の決定」をすることができていた。

授業中の観察においても、Ｂ児はチームの友達と動きを

教え合ったり、オリジナルライントレーニングを考え

て紹介し合ったりする様子が見られた。これらのことか

ら、関わり合いが必要となる教材の工夫をすることで、

児童同士の関わり合いが充実したものとなり、思考力，

判断力，表現力等が高まっていったと考察した。

　Ａ児やＢ児のような姿は、本研究で目指す児童の姿

であり、「知識と技能をつなぐ思考力，判断力，表現力

等の高まった児童」の姿といえる。

（３）形成的授業評価

　第３時以降の総合評価は 2.77 以上となっており５段

階評価の５となった。このことから、児童から見て評

価の高い授業であったのではないかと考察した（図７）。

できていた。授業中の観察においても、Ｂ児はチーム 

の友達と動きを教え合ったり、オリジナルライントレ

ーニングを考えて紹介し合ったりする様子が見られ

た。これらのことから、関わり合いが必要となる教材

の工夫をすることで、児童同士の関わり合いが充実し

たものとなり、思考力，判断力，表現力等が高まって

いったと考察した。 

Ａ児やＢ児のような姿は、本研究で目指す児童の姿

であり、「知識と技能をつなぐ思考力，判断力，表現

力等の高まった児童」の姿といえる。 

 

(3)形成的授業評価 

 第３時以降の総合評価は 2.77 以上となっており５

段階評価の５となった。このことから、児童から見て

評価の高い授業であったのではないかと考察した（図

7）。 

 

 

図 6 抽出児童 B児の学習カード 

図 7 形成的授業評価 

図６　抽出児童Ｂ児の学習カード

図７　形成的授業評価
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（４）診断的・総括的授業評価

　単元前の診断的評価、教材が切り替わる第４時後、単

元後の総括的評価と３回実施した。３回の授業評価と

もどの項目においても「＋」の評価となり、すべてに

おいて単元前に比べ向上した。単元前から単元後にど

のように変容したかをみていくと、「たのしむ」「できる」

においては、単元前から第４時後の折り返し持久走を

教材とした期間で大きく変容していた。「まなぶ」につ

いては、折り返し持久走期間、ライントレーニングビ

ンゴ期間ともに、同様の変容をしていた。このことから、

この授業実践は一定の成果があったと考察した（図８）。

図８　診断的・総括的授業評価

４．結果と成果（◎）と今後の課題（▲）

　◎	関わり合いを視点とした二つの手立てにより、児

童同士の関わり合いが充実し、知識と技能をつな

ぐ思考力，判断力，表現力等の高まりが見られた。

　▲	今後は、形式的な関わり合いにならないよう、「い

つ、何のために、どのように関わり合うのか」を

明確にした指導計画の作成、手立ての具体例を研

究していく必要がある。
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